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ＪＳの技術を支える技術者たち

１．担当と最近の活動状況

　ＪＳ採用以来、設計、建設、計画策定、技術開発、

維持管理といった広範な経験を活かし、「下水道

が住民生活と公共の環境を永続的に支えるよう機

能する視点」を特に意識して業務に当たるように

しています。現在の運営管理支援課では、維持管

理性の良い施設の建設のための情報発信や調整、

また、維持管理についての技術援助などの業務を

行っています。

２．思い出に残る仕事

　思い出に残る仕事は、入社後、内業を３年間経

験した後、初めて現場に配属された酸素活性汚泥

法による大型の処理施設の監督業務でした。当時

の最新の処理技術の施設の建設現場として、大都

市からＪＳに出向された熟練の所長の下で、また、

同様に大都市からの下水道の専門家の係長の指導

を受けながら様々な工夫を凝らした経験の印象が

強いです。その施設は曝気に純度90％の酸素を

使うので汚水処理の結果、処理水中の炭酸ガスが

高濃度になりコンクリートの中性化を引き起こす

事例情報を踏まえ、反応タンクや最終沈殿池の躯

体は保護のために樹脂による防食塗装を行う仕様

が採用されました。当然、躯体は最高品質を得る

ことが求められ、また、躯体の防食塗装が良好に

施工できるように施工計画段階から度重なる、議

論がなされました。その工夫には施工の前段階の

形枠材料選びから始まり、型枠内の清掃を万全に

行う工夫として、型枠の最下部に算木を余分に組

み込み、その算木を取り外し清掃の際の異物の取

り出し口とすることや、コンクリート締め固めに

もバイブレータの他に人力で木鎚による細部の閉

め固めの併用、さらに熟練施工職人の指揮により

竹竿を使い上部からの突付仕上げを同時に行うと

いう極めて入念な躯体の施工が行なわれました。

その結果として、素晴らしく良好な躯体が仕上が

りました。その後工程の防食塗装においても下地

処理の仕方の検討、試験施工を繰り返した上で、

本施工が実施されました。このような様々な良い

ものを建設するという共通の目的を持って関係者

全員の地道な努力がなされた結果、素晴らしい施

設が完成されました。

３．所属長からのコメント

　本来土木職でありながら、下水処理場だけに留

まらず、下水道経営に至るまでの幅広い実績を持

ち、その経験を活かして現在運営管理支援課長と

して活躍し、多くの自治体から喜ばれています。

　今後も、お客様の満足度向上のため、その能力

を十分に発揮してください。

斉　藤　信　也

東北総合事務所

運営管理支援課長
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１．担当と最近の活動情況

　現在は、建設中の総合点検・総合試運転、引渡

し施設の事後点検、15年検診、技術援助が主な業

務です。又、当事務所は少数精鋭主義により高知

管内の建設工事の施工監督も兼務しており二足の

草鞋を履いています。

　昨年度は、包括的民間委託の契約支援業務と流

域処理場の運転立上げ支援、引渡し施設の不具

合対応に追われ、瞬く間に１年が過ぎてしまいま

した。今後は腰を据えた仕事をしたいと考えてい

ます。

２．思い出に残る仕事、JSで身につけたこと

　今日までの大半を設計・建設に携わっていたこ

とから、特に事業団受託において数少ない焼却設

備関係を6ヶ所ほど担当できたことや工務部機械

課在籍時に、3省6公団による公共工事における機

械設備請負工事の工事費積算要領並びに同積算基

準の大改定があり、微力ながらもお手伝いできた

ことなどが思い出深いです。事業団は専門家集団

といわれますが、自身の職種は勿論のこと、下水

道全般に渡り幅広い知識が必要となりますが、自

分の足りない部分は、気兼ねなく聞ける相手がい

たことから何とか業務を進めることができ、人の

助けがあって今現在があることを痛感しています。

３．所属長のコメント

　四国総合事務所は総勢でも23名の小さな組織で、

その内設備職は８名ですが、植本課長はその先頭

に立って四国全域を飛び回っています。

　昨年4月に前任地の東北総合事務所から現在の

部署に配置換えになって以来1年間足らずのうち

に、管内自治体の方々から厚い信頼を寄せられる

までになっている理由は、幅広い経験に裏打ちさ

れた技術力だけでなく、「筋を通して、言うこと

は言うけれども、やるべきことは責任を持ってや

りきる」という姿勢があればこそと思います。前

述のような幅広い業務をこなしつつ、ＪＳが受託

した施設以外のトラブルにも積極的に対応してい

ます。

　また、美味しいものをこよなく愛する人物です。

皆様の町の美味しいお酒、美味しい食べ物も是非

紹介してあげてください。きっと事務所に持ち帰

って、夜には職員が集まり楽しい語らいの場にな

ることと思います。

植　本　正　基

四国総合事務所

運営管理支援課長
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１．現在の仕事内容

　現在は、新プロジェクト推進課でお客様の経営

企画支援を行っています。下水道使用料の算定や

改定、受益者負担金の算定、簡易経営診断及び企

業会計化導入支援等です。

　下水道使用料の改定では、ただ値上げをお勧め

するのではなく、算定の過程で明らになった現状

の問題点についてお客様と協議し、適正な使用料

を設定できるよう努めています。また、国の方針

の影響を受けてか、最近では企業会計化の導入に

ついての問合せが増えています。当課では、

「AMDB」を使った企業会計化導入の支援を行っ

ています。「AMDB」は資産台帳や設備台帳とし

てだけではなく、長寿命化対策及びアセットマネ

ジメントにも利用できるツールで、今後更なる有

効活用が期待されています。

２．仕事のやりがい、面白さ

　昨今の不況や行政改革により、お客様の財政状

況は大変厳しいものとなっていますが、私たちの

業務が少しでもお役に立てればと思いますし、必

ずやお役に立てるよう頑張っています。そういっ

た意味でやりがいを感じています。

　お客様の問合せに回答して喜んでいただいたり、

自分が算定したとおりに下水道使用料の条例が改

定されたりすると、やりがいというか、とても嬉

しいです。

　どの部署でもそうでしたが、在籍中はあまり“面

白さ”を感じている余裕はありません。異動した

後、「ああ面白かったな」と感じることが多いです。

３．仕事で苦労している点

　人前で物事を説明することがあまり得意ではな

いので、お客様とのミーティングはいつも緊張し

てしまいます。もう少しゆとりを持って理論的に

話が出来れば良いのですが・・・。

　また、情報システム室に在籍していたからか、

「AMDB」の機器やネットワークについて任され

ることがありますが、本当は機械やシステムの類

は苦手です。

４．職場の雰囲気

　当課は、事務職と技術職の職員が混合構成され

た課で、先導的な事業の立ち上げ及びサポート、

ビジネスモデル構築やそのツール作成などを行っ

ています（お客様の経営支援もその一つです）。個

性的なメンバーがそれぞれのキャラクターを確立

し、課内の意思疎通や電話対応など大きな声でハ

キハキと行うなど大変活気のある課です。あまり

のエネルギーに、私はいつも圧倒されてしまって

います。

事業統括部
新プロジェクト推進課

入　山　恵　介
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５．今後の目標

　この2年のうち、何度か研修に行かせていただい

たのですが、まだまだ実践的な知識が足りません。

もっと知識を豊富にしなければいけませんし、経

験を積んで鍛錬しなくていけないと感じています。

　また、一昨年は入院を経験してしまいました。

体を壊すと自分自身何もできないばかりか、お客

様をはじめ周りの方々にご迷惑をお掛けしてしま

いますので、とにかく健康に留意することが仕事

の成就以外では最大の目標です。

１．現在の仕事内容

　技術開発部に配属されて4年目で、当初は、固

形燃料グループの一員として受託研究を主に行っ

ていましたが、途中から課長グループに配属にな

りまして、現在のおもな担当は、課長グループの

代理として試験研究の執行管理、補助金要求や外

部からの依頼による資料作成、収入支出等の予算

執行管理、技術開発実験センター等の施設・実験

器具の管理、技術開発実験センターの見学・視察

対応や各種調整窓口と多種多様の業務を行ってお

ります。また、情報システム室に併任しておりま

して戸田の情報機器の管理を行っています。

２．仕事のやりがい、面白さ

　下水処理場と比較すれば非常に小さいのですが、

戸田にある実験棟や真岡にある技術開発実験セン

ターの施設、実験器具等の管理を行っていますの

で修繕、更新の計画を立てて実行したり、収入、

支出を管理していますので適切な予算の執行を行

うことで技術開発部の皆様や共同研究者が、スム

ーズに研究を実施できるように縁の下を支えるこ

とがやりがいです。

　私も土木職ですので今まで、ＪＳ内部の予算に

は、一切関与していませんでしたので、聞くこと

すべて初めてのことで、戸惑いもありましたが、

管理課、会計課の皆様にいろいろと教えていただ

きまして、予算に関していろいろな知識を得るこ

とができ、今後の業務に役立つのではないかと思

います。

３．仕事で苦労している点

　上記のとおり施設や分析装置を持っているため、

不具合や故障に関して対応しなければならなかっ

たり、技術開発部は、予算が複雑なため、どのよ

うに予算を執行していくか悩まされることです。

４．職場の雰囲気

　比較的若い年代の職員も多く、立地条件よりテ

ニス、卓球、ジョギングと職員同士でスポーツも

盛んに行っていまして、明るい雰囲気で仕事がで

きています。しかし、技術開発部は、試験研究、

技術評価、受託研究とも直営で報告書を作成して

いますので、年度末の納品時期は、ぴりぴりした

雰囲気になります。

技術開発研修本部
技術開発課

橋　本　康　弘
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５．今後の目標

　現在、ドイツのアーヘン工科大学よりフィリッ

プ・スタウファー研究員に来ていただいているの

ですが、英語が苦手で片言でしか会話ができない

ためなかなかうまく交流できず、この年になって

もっと英語を勉強しておけばよかったと後悔をし

ています。いまさらですが、勉強を徐々に開始い

たしました。今後、英語を習得し、英語で研究、

技術開発について議論できるレベルにまで、なり

たいと思います。
































